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1.教育格差とは 

教育格差 

生まれもった環境や属性によって、受けられる教育の機会と質に差がある状況。 

私達が着目する教育格差 

自分には変えられない生まれ持った属性（性別・障がい・外国ルーツ）を 

もつ生徒が、①学ぶ為の適切な環境がない②学びの場に置いて不当な扱い 

（＝差別）を受けることで、自己肯定感や学習意欲を失ったりしてしまう状況。 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2.問題意識 

教育のプロセスの中に

ある格差

環境 → 個人の属性の優劣  

個人の属性から生まれる格差 
→自己否定 

競争原理 ↔ 共生原理
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3.理想状態 

個人がその属性を尊重される学校生活を送ることができ、 

学習の機会と質が平等に保障された状態 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4.問題領域 

セクシュアリティ 
 

制度 
男女で二つに分断 

 
意識 

ステレオタイプの 
固定化 

 

 

障がい 
 

制度 
合理的配慮の不足 

 
意識 

周囲の理解不足 

外国ルーツ 
 

制度 
言語の壁 

 
意識 

外国人差別 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GradEducation
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５.政策案概要

学校での男女分断の撤廃 
行政による審査 

ユニバーサルデザイン 
学習支援教材・機器 

ICTを活用した日本語指導 
通訳を介した面談 

障がい者理解を学ぶ 
障がい者差別を考える 

外国人差別を考える 
異文化間で交流する 

隠れた性差別を是正する 
セクシュアリティを学ぶ 

セクシュアリ
ティ 

障がい 

外国ルーツ 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制度面 

8



学校現場における生徒の男女分断を廃止 

 

 
制服  出席番号  髪型 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前述の内容を行政が監督 

 文科省（男女共同参画学習・安全課） 

各自治体の教育委員会 

各学校現場 

評価 

集計 

審査 

勧告 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教育のユニバーサルデザイン化 

だれにでも「ちょうどいい」 

だれにでも「無理なく楽に」 

だれにでも「わかりやすい」 

だれにでも「無理なく楽に」 

少しの工夫で環境は変えられる！ 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ICTの積極的活用 

12



公共機関のユニバーサルデザイン化 

到達可能な生活関

連施設の割合は

30%以下 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全国規模の日本語学習支援ネットワーク 
 
 

大学

自治体

NPO

大学

自治体

NPO

各学校 

教員の推薦 

大学

自治体

NPO

各学校 

同語族からオンライン支援員派遣 

NITS 

アドヴァイジング 
 

集住地域 / 言語マジョリティ 散在地域 / 言語マイノリティ

要請

依頼

オンライン授業の提
供
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意識面 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セクシュアリティ差別は教科書から 

 

 
国語

主人公は男の子
恋愛対象は異性

理科
実験を見るのは

女の子
社会

労働者は男の子

男女での
役割分担廃止

恋愛対象は
同性異性関係なし
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教員と “かくれたカリキュラム” 
 

学校内での性差別  SOGIESC

教職課程で必修化 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教科書から学ぶ障がい者理解

見えにくい
障がい

共生社会 
合理的配慮 

当事者の 
視点 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違いに出会う異文化交流 

学校内の
カリキュラム

地域交流

外国人チューター
高大接続

料理教室
異文化クイズラリー

事例集の
情報の充実

フロー
チャートの

作成

事例集の
存在周知
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考える「道徳」 

価値明確化 

幸せとは…何故ならば…  

モラルジレンマ
授業

命を救う為には物を盗んでもいいの？  

構成的グループ
エンカウンター

わたしはわたしが好きです。何故ならば …
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差別を知り、考える

道徳科でのセクシュアリティ教育

「なんでジェンダーギャップが
あるんだろう？」

「好きになる人は
誰でもいいよね？」
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差別を知り、考える 

「障がい者であることは 
悪いこと？」 

「『優生思想』って 
なに？」 

体験・共同学習 / ヒアリングを実施 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差別を知り、考える 

「『日本人』ってな

に？」

「『はだいろ』って 
どんな色？」 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